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2016
（平成 28 年）

第 129 号

今月の主な内容

今月の表紙
かじか荘下の貴志川で行われたアユのつかみ

取り大会。元気に泳ぐアユを追いかけ、素手で

つかんだり、網ですくったりと大はしゃぎの園

児たち。（８月２日/ 貴志川漁業協同組合主催）

【５面に関連記事】
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７
月
31
日
（
日
）
和
歌
山
市
せ

せ
ら
ぎ
公
園
（
和
歌
山
市
有
本
）

に
お
い
て
、
第
26
回
和
歌
山
県
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
、
本
町
か
ら
第
11
分
団
第
４
部

（
野
中
・
安
井
・
南
畑
地
区
）
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員

平
成
28
年
度

　

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

一
般
の
部
最
優
秀
作

～　

早
く
か
ら　

　
　
　

つ
け
る
ラ
イ
ト
で　

　
　
　
　
　
　

消
え
る
事
故　

～

今
回
の
運
動
の
重
点

　

項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

　

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止
（
特
に
、
反
射
材
用
品

等
の
着
用
の
推
進
及
び
自
転

車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

　

③
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

　

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

皆
様
も
交
通
安
全
を
お
願
い
し

ま
す
。

相
続
登
記
を
放
っ
て
お
く
と
…

○
相
続
登
記
を
何
世
代
に
も
わ

た
っ
て
放
っ
て
お
く
と
、
相
続

人
の
数
が
増
え
て
、
そ
の
確
認

に
相
当
な
時
間
と
労
力
を
要
す

る
。

○
相
続
し
た
不
動
産
を
す
ぐ
に
売

却
で
き
な
い
。

○
用
地
買
収
の
話
が
き
た
が
、
兄

弟
間
で
争
い
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
も
、
早
め
の
相
続
登

記
を
お
勧
め
し
ま
す
。

過
激
派
の
「
非
公
然
ア
ジ
ト
」
っ

て
な
に
？

　
「
非
公
然
ア
ジ
ト
」
と
は
、
過

激
派
の
非
公
然
活
動
家
な
ど
が
、

襲
撃
の
計
画
を
練
っ
た
り
、
武
器

を
作
っ
た
り
す
る
た
め
の
「
隠
れ

家
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
、
私
た
ち
の
周
り
に
ど

こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
ア
パ
ー

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
や
借
家

な
ど
で
善
良
な
市
民
を
装
い
な
が

ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

「
非
公
然
ア
ジ
ト
」
発
見
の
ポ
イ
ン
ト

・
単
身
ま
た
は
夫
婦
だ
け
の
は
ず

な
の
に
、
多
数
の
人
が
出
入
り

し
て
い
る

・
早
朝
・
深
夜
な
ど
人
目
が
無
く

な
っ
て
か
ら
、
外
出
し
て
い
る

・
部
屋
の
出
入
り
の
際
、
周
囲
を

異
常
に
気
に
し
て
い
る

・
部
屋
の
中
か
ら
薬
品
の
臭
い
や

金
属
音
が
聞
こ
え
る

■
問
い
合
わ
せ

　

海
南
警
察
署

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０

の
士
気
の
高
揚
と
消
防
技
術
の
向

上
な
ど
を
目
的
に
、
２
年
に
１
度

開
か
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
町
長
、
議
会
議
長
、

消
防
団
長
他
消
防
団
幹
部
、
第
11

分
団
員
ら
関
係
者
多
数
が
見
守
る

中
、
出
場
14
団
体
中
、
14
番
目
に

競
技
を
行
い
、
機
敏
な
動
作
で
規

紀
美
野
町
消
防
団
第
11
分
団
第
４
部

　
　
　
（
野
中
・
安
井
・
南
畑
地
区
）　

健
闘
‼

第
26
回 
和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間　

９
月
21
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

～
次
世
代
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
～

「
相
続
登
記
」
は
、
お
済
み
で
す
か
？

過
激
派
の「
非
公
然
ア
ジ
ト
」

発
見
に
ご
協
力
を
！

大会出場者の皆さん

大会を終えて

律
あ
る
操
法
を
行
う
と
共
に
好
タ

イ
ム
で
競
技
を
終
え
、
こ
れ
ま
で

約
３
ヶ
月
に
及
ぶ
猛
訓
練
の
成
果

を
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
た
も
の

の
、
会
場
内
か
ら
大
き
な
拍
手
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
た
選
手
は
、
新
谷
浩

一
郎
氏
、
尾
上
雄
一
氏
、
東
垣
内

一
彌
氏
、
古
田
正
樹
氏
、
中
野
真

志
氏
、
山
本
喜
寛
氏
、
津
根
弘
行

氏
、
長
野
洋
次
氏
の
方
々
で
す
。

出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

支
援
・
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
暑
い
中
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
（
相
続
登
記
に
関
す
る
こ
と
）

　

和
歌
山
地
方
法
務
局

　
℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

（
代
表
）

　

和
歌
山
県
司
法
書
士
会

　
℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐
０
５
６
８

（
無
料
相
談
会
実
施
中
）

和
歌
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡ 

０
７
３
‐
４
２
１
‐
１
３
１
１
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８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か

け
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
、
１
か
月
の
自
己
負

担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対
象
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま

す
。患

者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険

財
政
の
改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
又
は
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
℡ 

０
１
２
０
‐
５
３
‐
０
０
０
６

（
通
話
無
料
）

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

　
℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

生
石
加
工
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に

■
内
容　

　

竹
の
伐
採
・
竹
チ
ッ
プ
（
※
）

づ
く
り

　

竹
ク
ラ
フ
ト（
ご
自
身
で
工
作
）

　

※
安
心
な
植
物
性
有
機
肥
料

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
日
時　

９
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　

西
野
集
会
所
（
紀
美
野

町
西
野
６
９
１
番
地
）

■
参
加
費　

２
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
集
金
）

■
持
ち
物　

帽
子
、作
業
用
手
袋
、

　
　
　
　
　

水
筒
、
弁
当

■
申
込
締
切　

９
月
18
日
（
日
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

未
来
に
つ
な
ぐ
虹
の
会

　

℡ 

０
９
０
‐
１
０
２
８
‐

　
　
　
　
　
　

３
５
９
０（
赤
阪
）

高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ウ
ル

ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
の
開
催

に
伴
い
、
高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
が
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。
ご

迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
規
制
日
時

　
　

平
成
28
年
９
月
11
日
（
日
）

　
　

２
時
～
20
時

■
規
制
区
間　

高
野
龍
神
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
（
高
野
町
～
田
辺
市
龍

神
村
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ウ
ル

ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

　
（
平
日
９
時
30
分
～
17
時
30
分
）

＊
定
休
日
：
土
・
日
・
祝

　

９
月
９
日
（
金
）
ま
で

　
℡ 

０
６
‐
６
２
５
２
‐
４
０
０
９

　

９
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

　
℡ 

０
９
０
‐
５
９
６
７
‐
３
８
８
７

＊
高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ウ
ル

ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
公
式

ペ
ー
ジ
は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

交
通
規
制
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て

期　　間　９月５日（月）から11日（日）までの７日間
時　　間　８時30分〜 19時
　　　　　ただし、土・日については、10時から17時まで

方　　法　０
ナ ビ ダ イ ヤ ル

５７０− ０
ぜろぜろみんなの

０ ３ −１
ひやくとおばん

１０（全国共通）
　　　　　で、相談を受け付けます。
　　　　　（※ＰＨＳ及び一部ＩＰ電話からはご利用できない場合

があります。）

相談内容
　・高齢者や障害者に関する人権何でも相談
　・相談は無料で、秘密厳守です。
　・法務局職員又は人権擁護委員が相談に応じますので、

日頃の悩みをお気軽に御相談ください。

御不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。
■問い合わせ
　和歌山地方法務局・和歌山県人権擁護委員連合会
　℡ ０７３ ‐ ４２２ ‐ ５１３１

HPアドレス：
http://jtbsports.jp/
　　　contents/koyaryujin/

QRコード：

全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

強化週間を実施します！

志
賀
野
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
タ

開
か
れ
る
!!

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

｢

生
石
加
工
グ
ル
ー
プ｣

料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
！

竹
と
遊
ぼ
う
‼

　
「
竹
財
」
を
作
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

｢

柚
子
マ
ー
マ
レ
ー
ド｣

を
作
ろ

う
！

■
募
集
人
数　

10
人
（
先
着
順
）

■
日
時　
平
成
28
年
９
月
27
日（
火
）

　
　
　
　

13
時
00
分
～

■
場
所　

津
川
加
工
所

　
　
　
　
（
紀
美
野
町
津
川

　
　
　
　
　
　
　

２
６
７
番
地
）

■
参
加
費　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
集
金
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
申
込
締
切　

９
月
20
日
（
火
）

■
申
し
込
み　

産
業
課

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

７
月
17
日
（
土
）
に
未
来
ｄ
ｅ

志
賀
野
主
催
の
志
賀
野
ひ
ま
わ
り

フ
ェ
ス
タ
が
旧
志
賀
野
小
学
校
を

中
心
に
開
か
れ
、
家
族
連
れ
ら
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
多
く
の

出
店
に
舌
鼓
を
打
ち
、
子
ど
も
た

ち
は
こ
ど
も
縁
日
や
竹
水
鉄
砲
作

り
、
ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
町

の
「
き
み
ち
ょ
ん
」
も
駆
け
付
け
、

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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当院の外来看護職員は総勢22人で２つのブロックに分かれてチー
ムを作っています。外来診療の介助、点滴や採血、検査や手術の介助
などが主な仕事です。外来看護師一同、診察や検査の待ち時間を出来
るだけ少なく出来るように、また患者様が気持ちよく安心して通院し
て頂けるように心掛けています。

特に内視鏡検査の時は、「看護師さんの言葉がけで安心して検査を受
けられた」との声も聞かせていただき励みになっています。

今後もよりいっそう患者様の声を聴き、看護部の理念である「やさ
しさと信頼」の看護を提供していきたいと思っています。訪問診療や
訪問看護、人間ドックや検診もおこなっています。

体調の変化や気になることがあれば気軽にご相談ください。

■問い合わせ　国保野上厚生総合病院（代表）
　　　　　　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１７８

国保野上厚生総合病院だより （職員紹介⑯）
国保野上厚生総合病院　外来部門

■日　　　　時　平成28年９月26日（月）　13時～ 16時
■場　　　　所　総合福祉センター
■予約受付期間　平成28年８月15日（月）９時～９月23日（金）16時
■相談できる方　収入・資産（現金・預貯金）が一定基準以下の方
　　　　　　　　（詳しくは、下記の表にてご確認ください。）
■その他　相談時間は１人30分程度、紀美野町民以外の方も相談可能です。
■問い合わせ・予約受付
　日本司法支援センター和歌山地方事務所【法テラス和歌山】
　（和歌山市九番丁15番地　九番丁ＭＧビル６階）
　℡ ０５０ ‐ ３３８３ ‐ ５４５７
　（開所時間　平日９時～ 17時）

基準例 手取り月額（賞与を含む） 家賃等加算 現金・預貯金

単身者 182,000円以下 41,000円以下 180万円以下

２人家族 251,000円以下 53,000円以下 250万円以下

３人家族 272,000円以下 66,000円以下 270万円以下

４人家族 299,000円以下 71,000円以下 300万円以下

※現在の収入(手取り月額)と資産(現金・預貯金)のどちらも上表の基準以下の方が対象となります。
※夫婦間の紛争(離婚等)の場合を除き、原則として配偶者の収入・資産を加算した金額で判断します。
※５人家族以上は、１人増につき30,000円が収入基準に加算されます。(例：５人家族329,000円以下)
※医療費、教育費などの出費がある場合は、相当額が控除されます。
※家賃・住宅ローンを負担されている方は、上表の収入基準に家賃等加算の限度額の範囲内でその金額が加算されます。

法テラス和歌山
巡回法律相談のご案内

離婚、相続、多重債務などでお困りの方へ

相談無料、予約制
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８
月
２
日
、
か
じ
か
荘
下
の
貴

志
川
で
貴
志
川
漁
業
協
同
組
合

（
木
元
組
合
長
）
主
催
の
ア
ユ
の

つ
か
み
取
り
大
会
が
開
か
れ
、
町

内
の
こ
ど
も
園
・
保
育
所
の
年
長

児
（
39
人
）
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
組
合
が
子
ど
も
た
ち

に
鮎
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

川
に
張
ら
れ
た
20
㎡
の
網
の

中
に
は
体
長
約
20
㎝
の
ア
ユ
約

町
内
４
校
の
小
学
校
５
・
６
年

生
男
女
14
人
の
こ
ど
も
議
員
に
よ

る
、
本
町
で
は
初
め
て
の
「
紀
美

野
町
こ
ど
も
議
会
」
が
７
月
30
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
議

会
は
、
紀
美
野
町
の
小
学
生
に
町

議
会
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
自
分

８
月
８
日
、
話
し
相
手
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
わ
や
か
の
メ
ン
バ
ー
が

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
大

成
校
舎
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

メ
ン
バ
ー
や
そ
の
他
高
校
生
・
中
・

小
学
生
な
ど
総
勢
16
人
が
参
加
し

７
月
17
日
（
日
）、
貴
志
川
を

清
掃
す
る
が
た
ろ
大
作
戦
が
各
種

団
体
を
は
じ
め
地
元
子
供
会
、
一

般
参
加
者
な
ど
約
２
０
０
人
の
参

加
の
元
、
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ

の
清
掃
活
動
は
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
が

“
貴
志
川
を
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
に
し

よ
う
”
と
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
23
回

を
数
え
ま
す
。

９
時
か
ら
下
佐
々
こ
ど
も
広
場

で
開
会
式
が
あ
り
、
同
実
行
委
員

会
の
寺
本
正
樹
会
長
が
「
子
ど
も

た
ち
に
き
れ
い
な
川
を
残
そ
う
と

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
に
歓
声
‼ 

町
内
の
園
児
た
ち

本
町
初
の
こ
ど
も
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
で

高
齢
者
の
方
に
こ
ん
に
ち
は

が
た
ろ
大
作
戦
に

約
２
０
０
人
が
参
加
‼

４
５
０
匹
が
放
さ
れ
、
園
児
た
ち

は
元
気
に
泳
ぐ
ア
ユ
を
追
い
か

け
、
素
手
で
つ
か
ん
だ
り
、
網
で

す
く
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
つ

か
み
取
り
の
後
は
、
用
意
さ
れ
た

ア
ユ
の
塩
焼
き
を
み
ん
な
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
「
初
め
て
ア
ユ
を

つ
か
ん
だ
！
た
の
し
か
っ
た
！
」、

「
自
分
で
つ
か
ま
え
た
ア
ユ
を

食
べ
て
、
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
！
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
園
児
た
ち
に
と
っ
て
、
夏

の
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

鮎つかみを楽しむ園児たち

両手を合わせて「いただきます」

貴志川清掃の様子

の
住
む
町
の
姿
を
よ
く
見
つ
め
、

行
政
に
対
す
る
意
見
や
提
案
を
す

る
こ
と
で
、
政
治
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
と
共
に
、
ま
ち
づ
く
り

に
進
ん
で
参
加
す
る
意
欲
を
高
め

る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
議

会
で
は
、
こ
ど
も
議
員
か
ら
行
政

に
対
す
る
提
案
や
質
問
が
あ
り
、

町
長
並
び
に
教
育
長
が
答
弁
を
行

い
ま
し
た
。
各
小
学
校
の
代
表
で

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
ど
も
議

員
の
皆
さ
ん
、
暑
い
中
お
疲
れ
様

で
し
た
。

主
催
：
一
般
社
団
法
人
海
南
青
年

会
議
所

後
援
：
紀
美
野
町
・
紀
美
野
町
教

育
委
員
会

ま
し
た
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
簡
単
な
注
意
事
項
や
傾

聴
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話
を

聞
い
た
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
や
す
ら
ぎ
園
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ラ
フ
ェ
ス
タ
紀
美
野
へ
向

か
い
、
高
齢
者
の
方
々
の
お
話
を

傾
聴
し
ま
し
た
。

は
じ
め
た
『
が
た
ろ
大
作
戦
』
も

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、

今
年
で
23
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
貴
志

川
が
き
れ
い
な
川
で
あ
り
続
け
る

よ
う
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
寺
本
町
長
、
尾
崎
県
議
会

議
員
、
そ
し
て
藤
山
県
議
会
議
員

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
６
班
に
分

か
れ
て
、
貴
志
川
を
落
合
橋
か
ら

小
畑
に
亘
っ
て
一
斉
に
清
掃
作
業

を
開
始
。
金
属
類
、
ビ
ニ
ー
ル
類
、

空
き
缶
な
ど
を
拾
い
集
め
、
ボ
ー

ト
に
積
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
作

業
は
午
前
中
に
終
了
し
、
こ
の
日

回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
２
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
10
台
分
に
も
な
り
、
河
川

は
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
猛
暑

の
中
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し

た
。
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★こども園・保育所開放のご案内
　○きみのこども園：9 月 12 日（月）・26 日（月）　℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　○神野保育所　　：9 月 7 日（水）・21 日（水）　℡ ０７３‐４９５‐２０４９
★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）　　 9 月 8 日（木）9 時 30 分～ 11 時 30 分　文化センター　木の温もり広場
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　　9 月 20 日（火）9 時 30 分～ 11 時　　　 総合福祉センター　2 階　プレイルーム
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（きみのこども園内）まで申込みお願いします。
　　℡ ０７３‐４８９‐２１４４
★子育て支援センター・文化センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　（きみのこども園内）　 9 月 12 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談
　○文 化 セ ン タ ー：毎月第２・４週の木曜日（祝日は休み）　（9 時 30 分～ 11 時 30 分）℡ ０７３‐４９５‐９０５５
★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。
　　お気軽にお越しいただくか、お電話にてお問い合わせください。    ℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

健康相談のお知らせ（9 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8 時 30 分～ 17 時 15 分）　℡ 073‐489‐9960
　　　　 休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡ 073‐489‐2430

〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　7日、14 日、21 日、28 日
■時　間：午前９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
9 月 12 日（月）
9 月 26 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

9 月 14 日（水）　　
9 月 28 日（水）　
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

9 月 12 日（月）　10 時 30 分～ 11 時 30 分9 月 26 日（月）　

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

保健・福祉だより
平成28年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

子ども救急相談ダイヤル　#80 0 0
～夜間・休日に子どもが急病になった時

判断に迷ったらお電話ください～

９月４日（日）から９月10日（土）は「救急医療週間」です。

（携帯電話・プッシュ回線）

和歌山県救急医療情報センター【電話案内】
℡ 073 ‐ 426 ‐ 1199（24 時間対応）

相談時間　平日19：00 ～ 23：00
　　　　　土・日・祝・年末年始（12/29 ～１/ ３）
　　　　　　 　９：00 ～ 23：00
ダイヤル回線・IP電話等をご利用の方は
℡ ０７３‐４３１‐８０００
　看護師（必要に応じて医師）が相談に応じます。ただし、治療
行為ではありません。
※医療機関案内は行っていません。

　「救急車を呼ぶほどでもなく、かかりつけのお医者さんが不在
でどこに行けばよいかわからない」
　こんなとき、救急医療情報センターでは24時間体制で、最寄
りの医療機関を案内します。
　　※歯科の診療時間外案内は行っていません。
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■問い合わせ（遠隔医療支援システム設置医療機関）
　国保野上厚生総合病院　事務所
　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１７８　
　和歌山県立医科大学　地域医療支援センター
　℡ ０７３ ‐ ４４１ ‐ ０８４５

県立医大地域医療支援センターでは、平成26年７月より遠隔医療支援システム（※）を利用した遠隔外来
の運用を開始しました。遠隔外来を利用することにより、システム設置医療機関の医師に加え、県立医大附属
病院の医師のアドバイスを受けることができます。料金は普通に受診した場合と同じです。（追加料金等は発生
しません。）

また、県立医大附属病院まで来院しなくても、お近くの医療機関で受診することができるので、通院に要す
る時間や経済的負担なども軽減できます。

平成28年度は15診療科26専門外来及び昨年度に引き続き、本学附属病院長　吉田　宗人による特別実
施枠（専門外来名：脊椎・脊髄疾患）を設け、実施しています！！ 詳しくは下記までお問い合わせください。

みなさんも是非一度遠隔外来を受けてみませんか？
※インターネット回線を利用したテレビ会議システム

健康づくり情報Vol.12「結核～知って予防。早めの受診」献血のお知らせ

９月24日～ 30日は結核予防週間です。
医学の進歩により結核が「治せる病気」になった今でも、日本では平成

26 年に 2,100 人も命を落としています。今でも日本は結核まん延国です。
結核の新規患者の 70％以上が 60 歳以上ですが、若年層では国際化の進

展により外国生まれの結核の割合が増加しています。
単なる風邪と勘違いし治療が遅れ重症化し、周囲にも感染することもあ

ります。２週間以上せきやたんが続いたら、医療機関を受診しましょう。

９月14日（水）
10時～ 12時
　　紀美野町役場美里支所
13時30分～ 16時30分
　　紀美野町役場本庁
※その日の健康状態や服薬等に

より、献血できない場合があ
ります。

と　き

9月28日（水）
9月30日（金）
10月5日（水）
10月14日（金）

ところ やすらぎ園　地域交流スペース
（総合福祉センター横）

時　間 13時30分　～　15時30分

　いつまでも元気で自分らしく暮らしていくために、自立して健康に暮らせる
期間（健康寿命）をできるだけ長く延ばしたいですね。
　自分にあった介護予防の方法をみつけてみましょう。
　ぜひご参加ください。

【内　容】
運動について（理学療法士より）
栄養について（栄養士より）
お 口 の 話 し（歯科衛生士より）
認知症予防について等です。
※できるだけ続けてご参加ください。

※詳細については、9月回覧をご確認ください。
※資料の都合がありますので、参加を希望される方は申し込みください。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

平成28年度　介護予防講座のお知らせ

平成28年度遠隔外来の実施について
～みなさんも「遠隔外来」を受けてみませんか？～
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お
知
ら
せ
・
募
集

■
業
務
内
容

　

生
活
支
援
に
関
わ
る
地
域
資
源
の
発
掘
・
調

整
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
等

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間

　

平
成
28
年
10
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

　

※
更
新
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金

　

日
額　

９
，０
０
０
円

　
（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格

　

①
社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
に
関
す
る
知
識
と

理
解
が
あ
り
実
務
経
験
の
あ
る
方
、
も
し

く
は
地
域
に
お
け
る
医
療
・
介
護
の
知
識

及
び
実
務
経
験
の
あ
る
方

　

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

を
お
持
ち
の
方

　

③
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

■
業
務
内
容　

　

事
務
の
補
助
（
申
請
受
付
な
ど
）

■
募
集
人
員　

３
人

■
雇
用
期
間

　

①
平
成
28
年
10
月
３
日
～

　
　

平
成
29
年
１
月
31
日　

４
ヶ
月
間　

１
人

　

②
平
成
28
年
10
月
３
日
～

　
　

平
成
28
年
11
月
30
日　

２
ヶ
月
間　

１
人

　

③
平
成
28
年
10
月
３
日
～

　
　

平
成
28
年
10
月
31
日　

１
ヶ
月
間　

１
人

■
賃　
　

金

　

日
額　

６
，０
０
０
円 

　
（
昇
給
・
賞
与
及
び
退
職
金
な
し
）

■
勤
務
時
間　

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
休
憩
１
時
間
含
む
）   

■
応
募
資
格

　

①
18
歳
以
上
概
ね
65
歳
ま
で
の
人

　

②
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド

な
ど
）
が
で
き
る
方　

紀
美
野
町
臨
時
職
員
（
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
の
募
集
に
つ
い
て

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

左
記
に
よ
り
町
営
住
宅
入
居
者
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

■
申
込
方
法　

企
画
管
財
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
頂
く
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

公
募
住
宅

応
募
に
際
し
入
居
資
格
等
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
申
込
み
が
多
数
の
場
合
抽
選

と
な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間　

平
成
28
年
９
月
５
日
（
月
）
～

16
日
（
金
）　

17
時
15
分　

必
着

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
吉
見
団
地　

２
１
２
号
（
紀
美
野
町
下
佐
々

１
８
１
３
番
地
１
）
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
入
居
資
格

　

①
単
身
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
者
は
親
族

で
あ
る
こ
と

　

②
世
帯
員
全
員
の
算
定
月
収
額
が
１
５
８
，

０
０
０
円
以
下

　
（
裁
量
世
帯
に
つ
い
て
は
２
１
４
，
０
０
０

円
以
下
）

　

③
現
在
、
持
ち
家
が
な
く
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
方

　

④
申
込
時
ま
で
の
住
民
税
等
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

　

⑤
家
賃
、
敷
金
を
支
払
う
能
力
が
あ
る
こ
と

　

⑥
申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と

先
着
募
集
住
宅

先
の
募
集
に
お
い
て
申
し
込
み
が
な
か
っ
た

た
め
、
先
着
順
で
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
応
募

に
際
し
入
居
資
格
等
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

■
野
中
団
地
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）
４
０
１

号
室
（
紀
美
野
町
野
中
７
２
番
地
）
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ

■
入
居
資
格
（
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

　

①
同
居
人
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
者
は
親

族
で
あ
る
こ
と

　

②
申
込
世
帯
員
全
員
の
算
定
月
収
額
が

１
５
８
，０
０
１
円
以
上
２
５
９
，
０
０
０

円
以
下
で
あ
る
こ
と
（
但
し
１
５
８
，

０
０
１
円
以
下
で
あ
っ
て
も
将
来
に
わ
た

り
所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
も
の
を
含

む
）
月
収
額
の
算
定
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
企
画
管
財
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

③
現
在
、
持
ち
家
が
な
く
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
方

　

④
申
込
時
ま
で
の
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

　

⑤
家
賃
、
敷
金
を
支
払
う
能
力
が
あ
る
こ
と

　

⑥
申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
管
財
課　

住
宅
係

　

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

自
衛
官
候
補
生
等
の
募
集
に
つ
い
て

■
募
集
種
目

　

①
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　

②
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
・
前
期
）

　
　

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
　

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

■
応
募
資
格

　

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

②
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

■
受
付
締
切
日

　

①
随
時
受
付

　

②
平
成
28
年
９
月
30
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方

協
力
本
部
有
田
募
集
案
内
所

　

〒
６
４
９
‐
０
３
１
６

　

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
番
地
２

　

℡ 

０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

　
Ｅ
メ
ー
ル recruit1-wakayam

a@
pco.m

od.go.jp

電
子
メ
ー
ル
な
ど
）
が
で
き
る
方

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償

　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時

　

平
成
28
年
９
月
26
日
（
月
）
９
時
30
分
～

■
試
験
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

平
成
28
年
９
月
20
日
（
火
）
17
時
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

履
歴
書
、
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
資
格
免
許

写
し
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

■
加
入
保
険　

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
に
よ

る
■
選
考
方
法　
　

面
接
試
験

■
試
験
日
時

　
平
成
28
年
９
月
26
日
（
月
）　

10
時
か
ら
予
定

■
試
験
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階
会
議
室

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　
平
成
28
年
９
月
16
日
（
金
）
17
時
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

履
歴
書
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
期
間
①
～
③
の
ご
希
望
を
申
し
込
み
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４
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個人番号カード交付の臨時専用窓口の開設について
　個人番号カード交付通知書（郵便はがき）が届いた方で、
平日、個人番号カードを受取ることが出来ない方は、ご予
約の上、休日に受取ることができます。希望される方は、
右記によりご予約ください。また、受取り当日は、通知書
に記載しております書類等をご持参のうえ、交付場所（通
知書の剥離シールをはがして、ご確認ください。）をお間違
えのないよう、申請者本人が受取りにお越しください（※）。
　なお、個人番号カード受取りにかかる時間は、１人15分
程度となりますので、１時間に４人から５人の予約人数と
なります。
※病気や身体の障がい等、やむを得ない理由により本人が

来庁できない場合は、代理人の方が受取ることができま
す。詳細については、右記までお問い合わせください。

■予約方法　電話にて下記へお申し込みください。
■問い合わせ・申し込み　□交付場所が紀美野町役場の方
　　　　　　　　　　　　　　　住民課戸籍住民係　℡　０７３－４８９－５９２０
　　　　　　　　　　　　□交付場所が紀美野町役場美里支所の方
　　　　　　　　　　　　　　　住民室戸籍住民係　℡　０７３－４９５－３４６３

受　取　希　望　日　時 予　約　期　間　

平成28年９月24日（土）・25日（日）
８時30分～ 11時30分

平成28年９月１日（木）～９月16日（金）
（土・日を除く。）

８時30分～ 17時15分

平成28年10月22日（土）・23日（日）
８時30分～ 11時30分

平成28年10月３日（月）～ 10月14日（金）
（土・日・祝日を除く。）

８時30分～ 17時15分

高
齢
者
宅
に
て
掃
除
や
調
理
、
買
い
物
な
ど

簡
単
な
生
活
援
助
を
提
供
す
る
「
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
10
月
よ
り
全
３
回

開
催
し
ま
す
。
日
程
な
ど
詳
細
は
各
戸
配
布
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、
地
域
で

暮
ら
す
高
齢
者
の
た
め
に
力
を
発
揮
し
ま
せ
ん

か
？

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
「
５
年
の
後
納
制
度
」

に
つ
い
て

10
月
か
ら
２
つ
の
給
付
金
の
給
付

（
受
付
）
が
始
ま
り
ま
す

■
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

　
　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
臨

時
的
な
措
置
と
し
て
、
所
得
の
少
な
い
方

を
対
象
に
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者　

　
　

平
成
28
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
紀
美
野

町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
町
・

県
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
方

　

※
た
だ
し
、
左
記
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

　

①
市
町
村
民
税
の
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合

　

②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合

▼
支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
，０
０
０
円

■
障
害
・
遺
族
年
金
等
受
給
者
向
け
給
付
金

　
　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、
賃
金

引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少

な
い
年
金
受
給
者
の
方
を
対
象
に
、
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　
　

平
成
28
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
者
で
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

つ
い
て
平
成
28
年
５
月
分
の
受
給
が
あ
る

方
。

　

※
た
だ
し
、
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
を
受

給
さ
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

（
対
象
と
な
る
年
金
）

　

①
障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金

　

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
受
給
権
が
発
生
し

た
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
（
含 

旧
農
林
年
金
）
及
び
船
員
保
険
の
障
害

年
金
（
障
害
等
級
が
１
級
又
は
２
級
（
船

員
保
険
の
職
務
上
の
障
害
年
金
は
１
～

５
級
）
の
年
金
に
限
り
ま
す
。）

　

③
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
受
給
権
が
発
生
し

た
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
、
地
方
公

務
員
共
済
組
合
・
全
国
市
町
村
職
員
共
済

組
合
連
合
会
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共

済
事
業
団
が
支
給
す
る
障
害
年
金
及
び

船
員
障
害
年
金
（
障
害
等
級
が
１
級
又

は
２
級
の
年
金
に
限
り
ま
す
。）

▼
支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
０
，０
０
０
円

■
申
請
場
所

　

住
民
課
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉

課
・
美
里
支
所
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
　

■
申
請
期
間　

平
成
28
年
10
月
３
日
（
月
）
～

平
成
29
年
１
月
13
日
（
金
）

　
（
平
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

■
そ
の
他

　
　

紀
美
野
町
か
ら
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方

に
対
し
て
、
９
月
末
頃
か
ら
順
次
申
請
書

等
を
送
付
し
ま
す
。
ご
自
身
が
給
付
対
象

と
思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
書
等
が
届
か
な

い
場
合
は
、
電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　
「
５
年
の
後
納
制
度
」
と
は
、
時
効
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。（
本
来
、
国

民
年
金
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に

よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。）
こ
の

制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
「
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
℡ 

０
５
７
０
‐
０
１
１
‐

０
５
０
）
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
「
10
年
の
後
納
制
度
」

は
、
平
成
27
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
し

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

総
務
省
統
計
局
（
和
歌
山
県
）
で
は
、
10
月

20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
調
査
は
、
わ
た
し
た
ち
が
１
日
の
う
ち

ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕
事
や
家
事
、
地
域
で

の
活
動
な
ど
に
費
や
し
て
い
る
か
や
過
去
１
年

間
の
自
由
時
間
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
行
っ
た

か
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
（
ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推

進
、
子
育
て
支
援
策
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
の
た
め
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
皆
様
に
よ
り
便
利
に
ご
回
答
い
た
だ

く
た
め
、
今
回
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
及
び
10
月
に
、
調

査
員
が
対
象
地
区
の
お
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局
調
査
統
計
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
３
８
８

社
会
生
活
基
本
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ
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参
加
者
募
集
！

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
「
秋
」
大
会

第
11
回
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
参
加
者
募
集

「
第
11
回 

紀
美
野
町
文
化
祭
」
出
品
・
出
演
募
集

10
月
29
日（
土
）30
日（
日
）31
日（
月
）中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

■
日
時　

10
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
45
分
開
始
式　

※
予
備
日　

10
月
10
日
（
月
）

■
申
込
期
間

　

９
月
５
日
（
月
）
～

　
　
　
　

９
月
30
日
（
金
）

■
場
所　

　

ふ
れ
あ
い
公
園

　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

１
，５
０
０
円

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館
へ
、

申
込
期
間
内
に
、
参
加
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

東
西
南
北
コ
ー
ス

　

36
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

　

荒
天
延
期
（
態
度
決
定
６
時
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
日
時　

10
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
13
時
頃

■
種
目

【
ス
ポ
ー
ツ
公
園
】

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

・
秋
に
走
ろ
う
会
（
陸
上
競
技
）

・
ペ
タ
ン
ク

【
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
】

・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

■
参
加
資
格　

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
方
及

び
、
町
社
会
登
録
団
体
に
加
盟

し
て
い
る
団
体
の
構
成
員

■
申
し
込
み　

　

９
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、
中

央
公
民
館
ま
た
は
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、中
央
公
民
館
・

文
化
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
設
置
し
て
い
る
開
催
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
展
示
会　

【
一
般
】
中
央
公
民
館

【
児
童
・
生
徒
】
文
化
セ
ン
タ
ー

○
10
月
29
日
・
30
日

　

９
時
～
17
時

○
10
月
31
日

　

９
時
～
16
時

（
出
品
内
容
）
一
人
２
点
ま
で

・
洋
画　

15
号
ま
で

・
日
本
画　

10
号
前
後

・
写
真　

半
切
、
全
紙

・
書
道　

条
幅
（
床
掛
軸
以
内
、

屏
風
つ
い
た
て
不
可
）
10
号
ま

で
は
ガ
ラ
ス
額
縁
可

・
そ
の
他　

工
作
、
手
芸
類

※
大
き
い
作
品
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
○
申
し
込
み

　

９
月
20
日
（
火
）
ま
で

■
児
童
・
生
徒
発
表
会

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
10
月
29
日

　

12
時
30
分
～
15
時
30
分
頃

■
芸
能
大
会

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
10
月
30
日

　

10
時
～
16
時
頃

○
申
し
込
み

　

９
月
20
日
（
火
）
ま
で

■
茶
席

《
中
央
公
民
館
》

○
10
月
29
日
・
30
日
・
31
日

《
文
化
セ
ン
タ
ー
》

○
10
月
30
日 

　

10
時
～
15
時
頃

（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー

※
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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■
中
央
公
民
館

　

７
日　

切
り
絵
あ
そ
び

　

14
日　

月
見
団
子
つ
く
り

　

21
日　

お
は
な
し
会

　

28
日　

し
ゅ
り
け
ん
あ
そ
び

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

７
日　

お
は
な
し
会　

　

14
日　

人
形
劇
を
観
よ
う

　

21
日　

カ
プ
ラ
で
遊
ぼ
う

　

28
日　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ

う

■
日
時　

９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
２
階
調
理
実
習
室
）

■
講
師　
梅
原
健
嗣
さ
ん（
う
を
清
）

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
み

な
さ
ん

■
内
容　
「
さ
ん
ま
の
か
ば
焼
き

と
イ
ワ
シ
の
つ
み
れ
汁
」
他

※
「
手
作
り
さ
つ
ま
あ
げ
」
の
お

み
や
げ
も
あ
り
ま
す
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い
と
う
・

上
ぐ
つ

■
参
加
費　

３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
先
着
25
名
ま
で
）

■
対
象　

保
育
園
児
・
小
学
生
・

中
学
生
及
び
保
護
者

　
（
保
育
園
児
は
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
参
加
お
願
い
し
ま
す
。）

■
申
し
込
み　

９
月
13
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

■
新
刊
紹
介

「
話
し
か
け
て
よ
、
マ
マ

―
あ
る
レ
ッ
ト
症
候
群
少
女
の
叫

び
―
」　　
　
　
　

霧
原
澪
・
著

「
夫
が
怖
く
て
た
ま
ら
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　

梶
山
寿
子
・
著

「
父
よ
、
ロ
ン
グ
・
グ
ッ
ト
バ
イ

―
男
の
介
護
日
誌
―
」

　
　
　
　
　
　
　

盛
田
隆
二
・
著

「
恋
か
ら
始
ま
っ
た
ビ
ョ
ー
キ

―
私
は
強
迫
性
障
害
で
す
―
」

　
　
　
　
　
　
　

松
居
沙
夜
・
著

「
僕
の
心
は
青
い
空　

白
龍
版
」

　
　
　
　
　
　
　

西
原
茂
光
・
著

　

な
ど
20
冊
人
権
コ
ー
ナ
ー
に
蔵

書
し
て
い
ま
す
。

紀
美
野
町
吉
野
児
童
館小

田
明
子
氏

　

７
月
12
日
（
火
）
田
辺
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
に
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
和
歌
山
県
児
童
館
連
絡
協
議

会
会
長
か
ら
県
児
童
健
全
育
成
活

動
功
労
者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
田
氏
は
、
児
童
厚
生
指
導
員

と
し
て
15
年
間
熱
心
に
児
童
健
全

育
成
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

「
第
６
回
魚
料
理
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

紀
美
野
町
人
権
委
員
会
だ
よ
り

「
和
歌
山
県
児
童
健
全
育
成

活
動
功
労
者
表
彰
」
受
賞

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

新
谷
琉
斗（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　

増
田
理
沙（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　

寺
本
絢
音　
　
　
（
野
小
４
年
）

【
２
０
０
冊
】

　

瀬
畑
佑
香（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
３
０
０
冊
】

　

上
赤
坂
心
海　
　
（
野
小
３
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
希
望
荘
」

　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き
・
著

「
お
お
あ
た
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中
恵
・
著

「
コ
ン
ビ
ニ
人
間
」

　
　
　
　
　
　

村
田
沙
耶
香
・
著

「
海
の
見
え
る
理
髪
店
」

　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原
浩
・
著

「
カ
エ
ル
く
ん
の
だ
い
は
っ
け

ん
！
」

　
　
　
　
　
　
　

松
岡
達
英
・
作

「
深
海
の
生
物
」

　
　
　
　
　
　

藤
倉
勝
則
・
監
修

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
擬
宝
珠
の
あ
る
橋
」

　
　
　
　
　
　

宇
江
佐
真
理
・
著

「
幹
事
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

柚
木
麻
子
・
著

「
ア
カ
ン
や
ん
、
ヤ
カ
ン
ま
ん
」

　
　
　
　
　
　

村
上
し
い
こ
・
作

「
へ
ん
て
こ
た
ま
ご
」

エ
ミ
リ
ー
・
グ
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
・
作

「スイス発祥の、♪リズムによる音楽教育
『リトミック』を体験しよう !! しかも、音
楽はフルートなどの生演奏だよ！ (^^) ！
　紀美野町共育コミュニティ図書館ボランティア

「ほんの森」の活動として、９月の新企画…。フルー
トやファゴットの生演奏のメロディーに合わせて、
体を動かしながら音楽に触れる…『リトミック体験』
を行います。
　対象は乳幼児から６歳くらいまでの子どもさんと
保護者の方を中心に、リトミックに興味のある方も
お気軽にご参加いただければ嬉しいです。お楽しみ
の読み聞かせもありますよ。
　なお、ほんの森はメンバーを募集しています。
■場所　きみのこども園　
■日時　９月17日（土）10時～ 10時45分（予定）
■内容　①絵本の読み聞かせ（10時～）
　　　　　「野いちご」さん
　　　　②リトミック体験（10時15分頃～）
　　　　　「あんだんて」小西さん
■参加無料、動きやすい恰好でお越しください。

　

12
月
18
日
（
日
）
９
時
～
12

時
に
、
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺
で

「
第
11
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
来
ら

れ
ま
す
。
そ
の
際
、各
種
案
内
、

安
全
管
理
な
ど
、
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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　紀美野町バレーボール連盟
は、６人制バレーボールの初
心者チームから上級者チーム
まで４チームが所属していま
す。
　当連盟は、年に３回程度交
流試合を開催しています。所
属チームのメンバーだけでな
く、違うチームのメンバーと
混合でプレーしたり、普段の
練習とは一味違う楽しみがあ
ります。
　バレーボールを通して今後
もチーム同士が交流できる機
会を作っていきたいと考えて
います。

■活動日：不定期
　　　　　20時～ 22時
■場　所：野上中学校体育館

─ わが町サークル ─
「バレーボール連盟」

　

７
月
24
日
（
日
）、
ふ
れ
あ
い

公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
夏
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
暑
い
日
差
し
の
中
、
111
名

と
昨
年
よ
り
参
加
者
が
若
干
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
大
会
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
括

弧
内
は
住
所
、
数
字
は
ス
コ
ア
で

す
。（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

中
西　

勤　

（
海
南
市
）
107

準
優
勝　

今
後
鎮
郎　

（
高
槻
市
）
110

３　

位　

森
下
康
彦　
　

（
動
木
）
111

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

花
田
洋
子　

（
下
佐
々
）
110

準
優
勝　

楠
根
ツ
ヤ
子
（
岩
出
市
）
119

３　

位　

松
本
春
子
（
岸
和
田
市
）
119

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
二
十
一

紀
美
野
町
の
木
「
カ
ヤ
」

町
内
に
残
る
大
木
を
町
誌
に
記
録
す

る
た
め
に
調
査
を
進
め
る
な
か
、
カ
ヤ

の
大
木
が
多
い
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
中
で
も
、
勝
谷
の
善
福
寺
境

内
の
一
本
は
県
下
一
番
の
大
木
で
す
。

こ
の
よ
う
に
カ
ヤ
の
大
木
が
多
く

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
が
町

は
高
野
山
の
寺
領
で
あ
っ
た
こ
と
と
関

係
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

カ
ヤ
の
油
は
凝
固
点
が
低
く
て
、
厳

寒
の
季
節
で
も
使
い
や
す
い
の
だ
そ
う

で
す
。
低
温
の
た
め
に
菜
種
油
が
白
く

固
ま
る
よ
う
な
と
き
で
も
、
カ
ヤ
の
油

を
少
し
混
ぜ
る
だ
け
で
固
ま
る
の
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
、
だ
か
ら
高
野
山
で
の

冬
の
灯
明
用
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
カ
ヤ
の
油
は
食
用
と
し
て
も

極
上
品
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
も
多
く

使
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

カ
ヤ
の
油
も
実
も
、
毎
年
、
高
野
山

へ
の
上
納
が
済
む
ま
で
は
売
買
が
禁
止

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

（
天
保
八
（
１
８
３
７
）・
毛
原
社
寺
文

書
）さ

ら
に
、
毛
原
中
・
前
田
勇
人
さ
ん

宅
に
伝
わ
る
古
い
文
書
に
も
、
カ
ヤ
に

関
す
る
興
味
深
い
一
文
が
あ
り
ま
す
。

昔
は
、
毛
原
地
区
は
カ
ヤ
の
実
が
戸
毎

に
二
・
三
石
（
一
石
は
１
８
０
㍑
）
ぐ

ら
い
は
あ
り
、
多
い
家
で
は
豊
作
年
に

は
五
十
石
余
も
収
穫
で
き
た
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
高
野
山
で
は
カ
ヤ
油
を

一
日
に
三
斗
（
一
斗
は
18
㍑
）
も
消
費

し
た
と
い
う
こ
と
、
な
ど
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
徳
川
時
代
に
、
高
野
山
か
ら

江
戸
幕
府
へ
献
上
す
る
カ
ヤ
油
は
、
毛

原
・
中
村
庄
屋
直
次
郎
が
毎
年
そ
れ
を

引
き
受
け
て
、
樽
詰
め
に
し
た
も
の

を
、
日
方
を
経
由
し
て
海
上
輸
送
で
江

戸
へ
送
っ
た
こ
と
、
そ
の
ほ
か
、
カ
ヤ

の
木
材
は
家
屋
や
橋
の
建
築
材
と
し
て

も
た
く
さ
ん
使
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

数
年
前
、
林
野
庁
森
林
総
合
研
究
所

と
東
京
国
立
博
物
館
が
、
奈
良
唐
招
提

寺
の
菩
薩
立
像
や
京
都
神
護
寺
の
薬
師

如
来
立
像
な
ど
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安

時
代
前
期
に
か
け
て
の
国
宝
・
重
文
級

の
仏
像
16
体
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

ま
で
ヒ
ノ
キ
造
り
だ
と
思
わ
れ
て
い
た

も
の
が
、
み
な
カ
ヤ
の
木
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

（
１
９
９
９
年
１
月
６
日
、
読
売
新
聞
）

か
つ
て
は
、
カ
ヤ
は
、
実
も
材
も
想

像
以
上
に
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

近
年
で
は
カ
ヤ
材
は
将
棋
盤
や
碁
盤

と
し
て
知
ら
れ
、
名
人
戦
に
使
わ
れ
る

よ
う
な
最
高
級
品
は
、
一
面
が
一
千
万

円
も
二
千
万
円
も
の
値
段
だ
と
い
う
か

ら
驚
き
で
す
。

カ
ヤ
に
は
、
カ
ヤ
と
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ

ヤ
の
別
が
あ
り
（
別
亜
種
ま
た
は
変

種
）、
図
鑑
に
よ
る
と
、
ヒ
ダ
リ
マ
キ

ガ
ヤ
は
宮
城
県
・
滋
賀
県
・
三
重
県
な
ど

に
稀
に
産
す
る
も
の
、
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
わ
が
町
に
は
ど
ち
ら
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
両
者
は
、
実
の

大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
樹
形
も
違
う
と

い
う
こ
と
を
筆
者
も
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
前
田
亥
津
二 

著 

美
里
の
自

然
よ
り
」

現
在
、
町
内
に
お
け
る
ヒ
ダ
リ
マ
キ

ガ
ヤ
の
分
布
状
況
を
、
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
協
力
を
得
て
調
査
し
て

い
ま
す
。
昨
年
１
９
０
本
余
の
カ
ヤ
の

木
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
実
が
不
作
の

た
め
、
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
と
断
定
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
樹
形
や
数
少
な
い
実
の
大

き
さ
な
ど
か
ら
50
本
余
が
そ
う
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
し
そ
れ
が

証
明
さ
れ
れ
ば
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
が
紀
美
野
町
に
は
、

数
多
く
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
楽
し

み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

■
日
時　

10
月
23
日
（
日
）

　

15
時
開
演
（
開
場
14
時
30
分
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

み
さ
と
ホ
ー
ル

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）

　

前
売
・
当
日
共　

２
，０
０
０
円

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料

金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

※
前
売
に
て
完
売
の
場
合
当
日
券
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
早
め
に
‼

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館
、
真

国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

※
販
売
は
各
施
設
開
館
時
間
中

※
販
売
所
ご
と
の
座
席
番
号
の
配

分
は
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
か
紀

美
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
日
時　

９
月
15
日
（
木
）　

　

18
時
か
ら
（
約
１
時
間
30
分
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
参
加　

20
名
様
限
定
予
約
制

■
費
用　
２
，５
０
０
円
／
人
（
予
定
）

■
申
込　

電
話
で
天
文
台
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
８
月
18
日

（
木
）
13
時
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

■
概
要　

く
ら
と
く
り
週
末
食
堂

と
し
て
有
名
な
「
も
み
の
き
食

堂
」
は
地
場
野
菜
を
中
心
に
一

品
一
品
手
間
暇
か
け
て
丹
念
に

作
り
あ
げ
た
菜
食
料
理
を
お
出

し
す
る
お
店
で
す
。
中
秋
の
名

月
に
ち
な
ん
だ
一
夜
限
り
の
特

別
メ
ニ
ュ
ー
「
も
み
の
き
食
堂

の
お
月
見
弁
当
」
を
ご
堪
能
い

た
だ
き
、
お
食
事
後
は
優
先
的

に
望
遠
鏡
で
月
を
眺
め
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　
　

な
お
、
予
約
外
の
一
般
の
方

は
通
常
の
観
望
会
の
時
間
（
19

時
30
分
か
ら
）
に
望
遠
鏡
で
月

を
見
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

宝
く
じ
文
化
公
演

海
援
隊
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
２
０
１
６

チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
お
知
ら
せ

９
月
の
天
文
教
室

「
グ
ラ
マ
ラ
ス
な
お
月
見
の
会
」

平
成
28
年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

夏
大
会
結
果上位の皆さん
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朝あ
さ

涼す
ず

や
朝
の
ド
ラ
マ
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
　
　
　
　
　
　
阪
口
　
　
早
苗

炎
昼
や
浦
の
家
並
の
深
睡
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
和
代

急
勾
配
下
る
夏
富
士
背
負
ひ
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
惇
子

投
票
に
人
来
れ
ば
止
み
蝉
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
　
ひ
と
み

下
山
す
る
心
の
軽
さ
登
山
杖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
　
な
を
み

無
線
ラ
ン
付
け
て
帰
省
子
待
ち
に
け
り
　
　
　
　
　
山
本
　
　
隆
之

野
地
蔵
に
片
手
拝
み
の
炎
天
下
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
　
　
　
廣

舗
装
道
歩
き
し
果
て
の
か
き
氷
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

炭
の
里
炭
風
鈴
の
音
色
買
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
　
　
昭
子

朝
空
の
け
な
げ
に
青
く
原
爆
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
　
　
哲
郎

涼り
ょ
う
ふ
う
風
の
ほ
ほ
を
過
ぎ
行
く
山
路
な
り

　
　
　
　
　
検
査
の
結
果
は
天
に
ま
か
そ
う
　
　
　
竹
本
　
セ
ツ
子

ネ
ジ
リ
花
芝
生
の
中
の
あ
ち
こ
ち
に

　
　
　
　
　
咲
く
に
踏
ま
ね
と
歩
く
に
よ
ろ
め
く
　
段
木
　
　
幸
代

迷
ひ
来
し
を
掌て

に
囲
ひ
捕
ふ
昼
ひ
る
ぼ
た
る
蛍

　
　
　
　
　
夜
が
似
合
ふ
と
緑
へ
放
つ
　
　
　
　
　
山
本
　
　
綾
子

ま
だ
降
っ
て
る
な
ー
著し
ゃ
が莪
の
葉
が
し
き
り
に

　
　
　
　
　
御
辞
儀
し
て
い
る
よ
梅
雨
の
な
か
ば
を
　
吉
村
　
　
紀
子

春
ご
と
の
歓
び
わ
が
家
の
苗
代
に

　
　
　
　
　
山
藤
映う
つ

り
揺
る
る
見
る
こ
と
　
　
　
　
中
浴
　
た
み
代

施
設
で
の
七
夕
飾
り
短
冊
に

　
　
　
　
　
家
族
を
思
う
言
葉
あ
ふ
る
る
　
　
　
　
横
出
　
　
圭
子

字
が
書
け
る
ど
う
に
か
書
け
る
嬉
し
さ
に

　
　
　
　
　
く
じ
け
し
心
少
し
安
ら
ぐ
　
　
　
　
　
奥
　
　
ふ
み
代

毎
日
を
同
じ
仕
事
の
く
り
返
し

　
　
　
　
　
な
れ
ど
幸
せ
お
だ
や
か
に
老
ゆ
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

森
下
氏
地
元
在
住
有
力
者

　
　
　
　
　
努
力
の
賜
物
本
を
出
版
　
　
　
　
　
　
森
下
　
　
玉
子

門
前
の
放
棄
地
今
は
薄
す
す
き

原

　
　
　
　
　
麦
藁
帽
子
が
浮
か
び
て
消
ゆ
る
　
　
　
橋
本
　
　
吉
信

歌
　
の
　
小
　
道

８月６日と７日に実施したライトダウン・キャン
ペーンへのご協力に感謝いたします。

キャンペーン当日、天文台が所有する「眼の感
度をアップするスーパーアイテム」を付近の宿泊
施設に配置し、皆様に天の川に迫っていただきま
した。天候に恵まれた場所では、このアイテムに
よる天の川の眺め―猛烈な数の星が見えてしまう
事に、多くの方々が驚愕されたとのことです。

ちょっとした工夫で観光資源はさらに価値ある
ものになります。今後も天文台が発信する面白い
アイデアにご期待ください。

♪仰ぐ生石の山なみに 今日も希望の　雲がとぶ
　三つの誓いも　たのもしく　ここに集える青春
の～♪

これは本校校歌のワンフレーズです。昭和33年
に現在の地（校歌では文学的に“み佐々が原”と表
現）に野上中学校が開校して以来59年の長き星霜
の歴史を歩んできました。

かつては600名を超える生徒が在籍していまし
たが、少子化の進展の中で、現在149名とピーク
時の３分の１以下に減少している現状があります。

しかし、生徒たちは校歌に歌われているように
日々希望の雲を追いかけ、中学生らしく元気あふれ
る学校生活が送れています。

本校は孔子の『論
ろ ん

語
ご

』にある「和
わ

而
し て

不
ど う

同
ぜ ず

」を開
校当時より校訓と定め、「凡

ぼ ん

事
じ

徹
て っ

底
て い

」（当たり前の事
を徹底する）をモットーに、落ち着いて学習に取り
組め、部活動は早朝から、放課後も大変活気にみな
ぎっています。

９月18日には『この一
瞬を思い出に』というス
ローガンのもと、体育祭を
予定しています。

次代を担う町の宝である
生徒たちのエネルギッシュ
な活躍の様子をぜひご覧い
ただければ幸いです。

天文台だより
『大好評だったスーパーアイテム

＠きみのライトダウンキャンペーン』
研究員　山内 千里

学校だより
『長き伝統を受け継ぎ
第 59 回体育祭（９月 18 日）挙行！』

紀美野町立野上中学校

スーパーアイテムによる、はくちょう座の眺め（写真による再現）
運動場から校舎を望む
（昭和 30年代後半）
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7月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 24（　） 24（　）
一 般 負 傷 12（　） 12（　）
交 通 事 故 3（１） 3（１）
そ の 他 3（　） 3（　）
合 計 42（１） 42（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

■
講
習
内
容

　

（1）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

（2）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

（3）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
３
時
間
講

習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

9
月
20
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実

施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で

の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在
修
了

証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受
講

し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を
迎

え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
』

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
、

全
国
平
均
で
約
８
分
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
人
が
、
い
か
に
早
く
応
急
手
当

を
行
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
け
が
人
や

病
人
の
命
を
救
う
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
日
頃
か
ら
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
身
に
つ
け
て
お

く
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
ち
ま

す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

用
い
た
救
命
処
置
の
要
領
！

①
呼
び
か
け
て
反
応
（
意
識
）
の
確
認

を
す
る
。

傷
病
者
の
耳
元
で
『
大
丈
夫
で
す

か
？
』
ま
た
は
『
も

し
も
し
？
』
と
大
き

な
声
で
呼
び
か
け
な

が
ら
、
肩
を
軽
く
叩

き
、
反
応
が
あ
る
か

な
い
か
を
み
ま
す
。

②
助
け
を
呼
び
ま
す
。

反
応
が
な
け
れ
ば
、
大
き
な
声
で

『
誰
か
来
て
く
だ

さ
い
！
人
が
倒
れ

て
い
ま
す
！
』
と

助
け
を
求
め
ま

す
。
そ
し
て
、
協

力
者
が
来
た
ら
、

『
あ
な
た
は
１
１
９
番
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
！
』『
あ
な
た
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
！
』
と
具
体
的
に
依

頼
し
ま
す
。

③
呼
吸
の
確
認
を
し
ま
す
。

傷
病
者
が
普
段
ど

お
り
の
呼
吸
を
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
10

秒
以
内
で
、
胸
や
お

腹
の
上
が
り
下
が
り

を
見
て
確
認
し
ま
す
。

④
胸
骨
圧
迫
を
し
ま
す
。

傷
病
者
が
普
段
ど
お
り
の
呼
吸
を
し

て
い
な
い
と
判
断
し
た
ら
、
直
ぐ
に
胸

骨
圧
迫
を
開
始
し
ま
す
。

・
胸
が
５
ｃ
ｍ
以
上
沈
み
込
む
よ
う
に

強
く
圧
迫
す
る
！

・
１
分
間
に
１
０
０
回
～
１
２
０
回
の

速
い
テ
ン
ポ
で
圧
迫
す
る
！

・
30
回
連
続
し
て
圧
迫
し
続
け
る
！

・
圧
迫
と
圧
迫
の
間

は
、
胸
が
元
の
高
さ

に
戻
る
よ
う
に
し
ま

す
！

・
胸
骨
圧
迫
は
、
胸
の

真
ん
中
を
『
強
く
・

速
く
・
絶
え
間
な
く
！
』

⑤
気
道
確
保
を
し
、
人
工
呼
吸
を
し
ま

す
。

気
道
確
保
は
、
片
方
の
手
を
額
に
乗

せ
、
も
う
片
方
の
手
の
人
差
し
指
と
中

指
を
あ
ご
先
の
骨
の
硬
い
所
に
当
て
、

“
９
月
９
日
は
救
急
の
日
”

【
救
急
医
療
週
間　

９
月
４
日
～
９
月
10
日
】

頭
を
後
ろ
に
の
け
ぞ
ら

せ
、
あ
ご
先
を
軽
く
真

上
に
上
げ
ま
す
。

気
道
確
保
後
、
口
を

大
き
く
開
け
て
傷
病
者

の
口
を
覆
い
、
空
気
が

漏
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
約
１
秒
か
け

て
、
軽
く
胸
が
膨
ら
む
程
度
に
息
を
吹

き
込
み
ま
す
。
そ
し
て
、
１
度
口
を
離

し
て
、
同
じ
要
領
で
も
う
１
回
息
を
吹

き
込
み
ま
す
。

※
人
工
呼
吸
が
出
来
な
い
場
合
（
た
め

ら
わ
れ
る
場
合
）

は
省
略
し
、
直
ぐ

に
胸
骨
圧
迫
を
行

い
ま
す
。

胸
骨
圧
迫
30
回
と

人
工
呼
吸
２
回
を
繰

り
返
し
行
い
ま
す
。

⑥
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到
着
し

た
ら
電
源
を
入
れ

ま
す
。

※
フ
タ
を
開
け
る
と

自
動
的
に
電
源
が

入
る
タ
イ
プ
の
機

種
も
あ
り
ま
す
。

⑦
電
極
パ
ッ
ド
を
胸
に
貼
り
ま
す
。

傷
病
者
の
衣
服
を
取
り
除
き
、
胸

を
は
だ
け
、
皮
膚
に

し
っ
か
り
と
貼
り
付

け
ま
す
。
体
が
汗
な

ど
で
濡
れ
て
い
る
場

合
は
、
し
っ
か
り
と

拭
き
取
っ
て
か
ら
貼

り
付
け
ま
す
。

⑧
心
電
図
の
解
析

心
電
図
の
解
析
中

は
、
傷
病
者
に
触
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

⑨
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

誰
も
傷
病
者
に
触
れ
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
ら
、
点
滅
し
て
い
る

シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。
以
後

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従

い
ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手

順
は
、
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
か
、
何
ら

か
の
応
答
や
目
的
の
あ

る
仕
草
（
例
え
ば
、
嫌

が
る
等
の
体
動
）
が
出

現
し
た
り
、
普
段
ど
お

り
の
息
が
出
現
す
る
ま

で
続
け
ま
す
。

※
解
析
の
結
果
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
傷
病
者
に

対
し
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
不
要
と
判

断
し
た
場
合
、『
電
気
シ
ョ
ッ
ク
は

不
要
で
す
。
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼

吸
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。』
等
の
音

声
が
流
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
音
声

に
従
い
、
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
子
ど
も
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

小
児
は
成
人
と
同
じ
心
肺
蘇
生
法
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
は
、
基

本
的
に
成
人
と
同
じ
で
す
が
、
年
齢
に

よ
る
生
理
的
な
違
い
や
体
格
の
違
い
か

ら
、
多
少
手
技
の
違
い
は
あ
り
ま
す
。

・
気
道
確
保

乳
児
の
首
は
柔
ら
か
い
の
で
、
後
方

に
傾
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

・
人
工
呼
吸

肺
容
量
が
少
な
い
の
で
、
胸
を
見

て
、
吹
き
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

・
胸
骨
圧
迫

乳
児
は
、
2
本
の
指
で
胸
の
厚
さ
の

約
１
／
３
を
目
安
に
し
っ
か
り
と
押

し
下
げ
ま
す
。

圧
迫
の
テ
ン
ポ
は
成
人
と
同
じ
速
さ

で
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
10
月
2
日（
日
）



9月

先月は家族旅行や海水浴とこの夏を楽しまれた方も多
かったことでしょう。また、子どもたちの楽しかった夏休
みも終わり、いよいよ新学期を迎えます。

９月１日は「防災の日」です。当町においても近い将来、
南海・東南海地震の発生が予測されています。災害に備え
て、日頃からしっかり準備をしておきたいものです。

なお、この時期夏の疲れが出る頃でもあります。健康管
理には十分注意をしてお過ごしください。

編 集 後 記

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

2 日（金） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【11 日（日）・25 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500

2 日（金） 19:30 ～ ナイター走ろう会 スポーツ公園 生涯学習室 498 － 5915

5 日 ( 月 )・28 日（水）移動町長室 美里支所 住民室 495 － 3471

総務課 489 － 5912

10 日 ( 土 ) 13:00 ～ 敬老会 ( 美里地区 ) 文化センター 保健福祉課 489 － 9960

〃 18:00 ～ 町民癒しのコンサート 文化センター 生涯学習室 498 － 5915

11 日 ( 日 ) 13:00 ～  敬老会 ( 野上地区 ) 中央公民館 保健福祉課 489 － 9960

15 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489 － 5912

美里支所 住民室 495 － 3471

2016.915

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
相
談
希
望
の
方
は
、
９
月

20
日
（
火
）
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

当
日
は
予
約
の
方
を
優
先
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願

い
ま
す
。

■
開
設
日
時

　

10
月
２
日
（
日
）　

10
時
～
16
時

　
（
受
付
９
時
30
分
～
15
時
30
分
）

■
開
設
場
所　

和
歌
山
地
方
法
務
局
（
和

歌
山
市
二
番
丁
２
番
地　

和
歌
山
地
方

合
同
庁
舎
）

■
相
談
内
容

　

①
土
地
・
建
物
の
売
買
や
相
続
、
土
地

の
分
筆
、
建
物
の
新
築
及
び
会
社
の

設
立
な
ど
の
各
種
登
記
、
筆
界
（
境

界
）
の
特
定
、
地
代
・
家
賃
な
ど
の

各
種
供
託
、
近
隣
関
係
や
い
じ
め
な

ど
の
人
権
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
法

務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
及
び
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

②
遺
言
書
の
作
成
や
任
意
後
見
契
約
等

に
つ
い
て
は
、
公
証
人
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
電
話
相
談
窓
口

　

当
日
、
休
日
相
談
所
に
お
越
し
い
た

だ
け
な
い
方
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る

相
談
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
電
話
番

号
は
左
記
の
番
号
で
、
当
日
の
10
時
か

ら
16
時
ま
で
の
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
２

紀美野町の人口
総人口…………	 9,453人
　男　…………	 4,387人
　女　…………	 5,066人
世帯数…………	 4,403世帯

（平成28年7月末現在）　　

　紀美野町面積 128.34km2

　

食
べ
物
を
噛
む
・
飲
み
込
む
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め

に
、
ペ
ー
ス
ト
状
や
ゼ
リ
ー
・
ム
ー
ス
状
に
調
理
す
る

嚥
下
食
を
作
る
た
め
の
料
理
教
室
で
す
。
第
1
回
で
は

ペ
ー
ス
ト
状
の
嚥
下
食
を
、
第
2
回
で
は
ゼ
リ
ー
・
ム
ー

ス
状
の
嚥
下
食
の
基
本
編
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
3
回
と
な
る
今
回
は
、
ゼ
リ
ー
・
ム
ー
ス
状
の
嚥

下
食
の
応
用
編
と
な
り
ま
す
。
一
概
に
ゼ
リ
ー
状
に
す

る
ゲ
ル
化
剤
も
、
そ
の
商
品
の
特
徴
に
よ
り
用
途
が
異

な
っ
て
き
ま
す
。
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
デ
ザ
ー
ト
を
そ
れ

ぞ
れ
い
ろ
ん
な
商
品
を
使
っ
て
ゼ
リ
ー
・
ム
ー
ス
状
の
嚥

下
食
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

も
ち
ろ
ん
、

初
め
て
の
方
で
も
大
歓
迎
！
手
取
り
・
足
取
り
お
教
え
い

た
し
ま
す
。
ご
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前

に
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
詳　

細
】

■
日
時　

 

９
月 

10
日
（
土
曜
日
）
13
時
～
15
時

■
場
所　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院　

看
護
学
校

　
　
　
　

4
階
調
理
室

■
問
い
合
わ
せ

　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院　

栄
養
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
４
４
３
０

　

Fax 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
４
６

第
3
回
地
域
ふ
れ
あ
い
嚥え

ん

下げ

教
室
を

開
催
し
ま
す
！

～
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
嚥
下
食
を
～

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

の
開
設
に
つ
い
て
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８

７
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広
報

き
み

の
　

第
1

2
9

号

広 告

　
「
心
を
ひ
と
つ
に
町
づ
く
り
、
活
気
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
紀
美
野
町
農
林
商
工
振
興
の
た
め
、
地
産
地

消
を
推
進
す
る
と
共
に
食
の
安
全
を
追
求
し
、
地
域
の
活
性
化

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
）
９
時
～
15
時

　
　
　
（
※
９
時
～
セ
レ
モ
ニ
ー
、
９
時
30
分
～
販
売
開
始
で

す
。）

場
所　

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

主
催　

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り
実
行
委
員
会

催
事　

・
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　

・
農
産
物
展
示
品
評
会
及
び
公
開
予
約
入
札

　
　
　

・
参
画
団
体
催
し
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　
　
　

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

・
餅
ま
き

　

ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

※
農
産
物
展
示
品
評
会
に
出
展
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
詳
細
は
11
月
に
回
覧
い
た
し
ま
す
。）

※
団
体
催
し
コ
ー
ナ
ー
に
出
店
を
希
望
さ

れ
る
団
体
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
詳
細
は
10
月
に
回
覧
い
た
し
ま
す
。）

※
厚
生
病
院
～
文
化
セ
ン
タ
ー
間
に
送
迎

バ
ス
を
ご
用
意
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
　■

問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
産
業
課
内
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

第
11
回

紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り

開
催
に
つ
い
て

第
11
回 

き
み
の
夏
祭
り
盛
大
に
開
か
れ
る
!!

約
１
万
９
千
人
が
来
場

盆踊りの様子

納涼花火大会

恒
例
の
き
み
の
夏
祭
り
が
８

月
15
日
、
紀
美
野
町
文
化
セ
ン

タ
ー
の
木
の
温
も
り
広
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約

１
万
９
千
人
が
訪
れ
、
大
変
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、

盆
踊
り
で
は
会
場
中
央
に
設
け

ら
れ
た
や
ぐ
ら
の
周
り
を
「
き

み
の
音
頭
」、「
こ
れ
か
ら
音

頭
」
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
大
人

か
ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
楽
し
く

踊
っ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
夜
店
も
あ
り
、
皆
さ
ん
お
盆

の
一
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
っ
た
１
，５
０
０
発
の

花
火
。
色
鮮
や
か
な
花
火
が
真

夏
の
夜
空
に
咲
き
、
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

＝
き
み
の
夏
祭
り

　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
よ
り
＝

夏
祭
り
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
何
の
事

故
も
な
く
好
評
の
内
に
終
了
で
き

ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
海

南
警
察
署
、
紀
美
野
町
消
防
団
第

11
、
13
、
14
、
15
、
16
分
団
、
交

通
指
導
員
、
関
係
各
団
体
の
方
々

に
は
特
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
11
回 

き
み
の
夏
祭
り
盛
大
に
開
か
れ
る
!!

約
１
万
９
千
人
が
来
場


